






























































月までベルギーとフランスに留学しており、研究会参加のタイミングはフランスで博士論文を提出した直後であった。言うまでもなく彼の地においてフランス文学は﹁国文学﹂であり、フランスの大学のなか もとりわけ国文学研究機関という色合いの強いパリ第四︵ソルボンヌ︶大学で論文を提出した︵大学統合により、現在では第四という数字は消え 単に﹁ソルボンヌ大学﹂と呼ばれる︶ 。六時間の口頭試問を経て無事に論文は受理されたが、審査員 一人であったパリ四の名誉教授の言葉が今でも脳裏に焼き付いている。筆者の論文は、作家マルグリット・ユルスナール︵一九〇三︱一九八七 がとくに戦間期 執筆した作品群を、 ﹁秩序へ 回帰﹂ 呼ばれる当時のフランスの芸術潮流に位置付けようとする試みであった。ところが、日本人が﹁ネオ・クラシシズム﹂という問題を扱うこと 対して、ヨーロッパの古典もわかっていい外国人には分不相応だと言わんばかりだっ のである。ユルスナールは日本に関するテク トも書いているの どうしてそちらのテーマを選ばないのかと皮肉まじ に問われ 他意はなかったのかもしれないがフランスを代表する教育・研究機関の排外主義的な一側面をひしひ 感じた。
このような過程を経た筆者は、恐れ多くも、日文研ももし
かしたらパリ第四大学の日本版、つまり国粋主義的かつ排他主義的なのではないかというイメージを持っていた。日本研究を志す外国人研究者が筆者 ような思いをしているのではないかと危惧 、そういう人が たら相談に乗ってあげようなどと不遜にも思いつつ、戦々恐々と初回の研究会に参加した。その不安が杞憂に終わったのは言うまでも い。
本研究会は、各年度の前半に集中して行なわれ、そこには









なかったものの、そのなかでもとりわけ印象に残っているのが﹁中動態﹂をめぐる二〇一六年の第五回研究会である。ゲストスピーカーの森田亜紀氏は、倉敷芸術科学大学でかつ教鞭を取られており、実技として芸術を志す学生たちを間近で見守ってこられたそうだ。そのような中で目にされてきたひとつの作品 出来上がるというこ を 中動態の概念を通してお話しくださった。制作者が﹁つくる﹂ ︵能動︶のではなく、なにかが﹁つくられる﹂ ︵受動︶のでも く、そこ作品が﹁現れる﹂ である。稲賀氏は 外科手術がとりわけうまくいっているときに医者がメスを動かしている ではなくなにものかに﹁動かされてい ﹂感じ するらしい いう
例や、ご自身の合気道のご経験を踏まえて補足してくださったように記憶している。論文の執筆が首尾よく進んでいるときや︵滅多にない︶ 、オーケストラで奏者が一体となっ 同じ方向に向かって演奏を進めてゆくときの、なにものかに動かされている な、でもその力が何であるかはわからないあの感覚、それがサンスクリットや古代ギリシア語、ラテン語に見出 る中動態につ がると うことに目が開かれる思いで った。そしてその態は フランス語やドイツ語の再帰動詞︵代名動詞︶に の名残が見られ し、日本語 も﹁山が見える﹂と言う。なぜ中動態に惹かれたのかというと、実際的な理由があったのも事実である。その年、筆者は東京都内の、世界のあらゆる言語を学ぶことのできる大学で、アラビア語や中国語を専攻する学生たち 第二・第三外国語としてフランス語を教えていた。代名動詞は教え くい。動詞の活用になじみ ない学生にと てはそ だけでも一苦労なのに、なぜ再帰代名詞までくっついてくるのか？筆者は、中動態の概念を学生たちに滔々と披瀝し 彼らは一様にぽかんとした表情をしてい が、ことば 勉強を続けるなかで、言語の体系 なかに人間の営みのありようが刻まれたこの一例をいつか思い出してくれたらと願う。
100
また、この中動態は様々な広がりを持つ。稲賀氏は、論集
第六部のエピグラフでハンナ・アレントに言及している。アレントが﹁犯罪に︿仕方なく同意する﹀態度を、強要された暴力への屈服ではなく、同意の︿意志﹀表明だとする判断を示した﹂ことに対して、稲賀氏は﹁彼女は意志と責任によって構築されるべき社会正義︵ないし神学的理論としての善︶の理想を手放さないがために、敢えて︿不本 な同意 ︵いう曖昧で﹁無責任 態度﹂ ︶を 犯罪行為から免責しなかった ではないか﹂と述べている。この︿不本意な同意﹀とはまさに中動態的な態度である。責任を﹁取る﹂でもなく責任を﹁負う﹂ も その︿あいだ﹀ 、白黒つけることく中立的な立場で物事を判断する は中動態的であ と言えそうだ。フランス語の名詞
«hôte»
は、主人と客人の両方を
































ける受容を、片岡氏が﹃細雪﹄英訳出版におけるタイトル変遷の過程を題材に論じた。それぞれの発表を通じて翻訳をめぐる諸問題が浮かび上がり、今後さらにそれらの検討を進めるつもりであ 。︿あいだ﹀研究会によって、このように専門領域の異なる個々の研究者の︿ いだ﹀がつな を契機にあ たな︿あいだ﹀が生み出されようとしている 前述のフランス人名誉教授に、ぜひこの研究会のことを報告したい。
︵白百合女子大学講師／
 　　　　　　　　　　　　　
 
国際日本文化研究センター二〇一九年度共同研究員︶
︵一︶本レポートの執筆後、二〇二〇年二月一六日から一七日に
かけてとりまとめ研究会、また初日に花鳥社の編集者である大久保康雄氏をお迎えして論集の出版記念会が行なわれ、盛況であったことを追記する︵二〇二〇年二月一八日記︶ 。
